



































































































































1983 わ だわ わね わよ よ ね のよ のね かしら もの の











2010 わ だわ わね わよ よ ね のよ のね かしら もの の
和子 1 1 0 0 1 3 1 0 1 0 2

















1961 わ だわ わね わよ よ ね のよ のね かしら もの の
禎子 4 0 2 1 3 6 0 1 2 0 5











2009 わ だわ わね わよ よ ね のよ のね かしら もの の
禎子 1 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0
























































































































































わ 16 26 9 1
だわ 3 9 1 1
わね 3 4 0 0
わよ 3 2 2 0
よ 11 21 14 9
ね 23 17 10 14
のよ 7 4 9 1
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のね 6 3 1 0
かしら 3 5 2 1
もの 0 3 0 1
の 10 30 7 15
合計 85 124 55 43
　上の表から、女性文末詞の種類に限らず、合計でみると、1961年『ゼロの
焦点』と1983年『時をかける少女』の作品は、2009年『ゼロの焦点』、2010
年『時をかける少女』のそれぞれの合計と比較して、女性文末詞の使用比率
が高いということが分かった。このことから、1980年代までは、女性文末詞
の衰退が目に見えて目立ってはいなかったが、それ以降から現在に至るまで
に、女性文末詞の意識が変わり、衰退傾向にあるのではないかと考えられる。
　また、全体的に「よ」「ね」の使用率が多くみられた。年代を通してこの
ような結果が表れたということは、「よ」と「ね」は女性文末詞の中で、衰
退傾向が緩やかなのではないかと思う。60年代と80年代のわ系の文末詞の使
用が多いということは、80年代頃まではまだ、わ系の文末詞の衰退が現在よ
りも進んでなかったと考えられる。
６．おわりに
　今回の調査によって、女性文末詞がいつ頃から衰退傾向にあるのかという
ことの確認と、やはり女性文末詞は現在、衰退に向かっているという事実を
見定めることができた。
　女性文末詞が衰退している要因として、時代背景が深くかかわっていると
思う。主に、女性の社会進出と密接しているのだろう。現在の社会で、日常
の生活を送っていると、男ことば、女ことばの区別が曖昧になってきている
と感じることがある。一般的に「女ことばが使われなくなってきた。」と言
われることが多いと思うが、実際は今回調査することはできなかった男こと
ばも使われなくなってきているのではないかと思う。これから女ことばも、
男ことばも使用されなくなっていくのかということではなく、女ことばも、
男ことばも両方が近づいてきたということなのではないだろうか。
　言語というものは、今も昔も、これからも、変わり続けていくものである。
その変化は否が応でも受け入れるしかないとも思う。流れを止めることはで
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きないのなら、せめて流れに身を委ね、変わり続けていく日本語に関心を持
ち続けていきたい。
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